
 

 

 

６月２日（水）の道徳は，『選手に選ばれて』という教材をもとに学習しました。 

自分の意志に関係なくリレーの選手に選ばれたことで不安や憤りを感じるＡ君，一方，

クラスのみんなは，クラスの代表としてＡ君がリレーに出ることは義務であると主張し

ます。Ａ君の主張するリレーに出ない権利と，クラスのみんなが主張するリレーに出る

義務が激しくぶつかり合う教材でした。 

【生徒の学んだこと，印象に残ったこと，考えたこと，感想より】 
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＊Ａ君はせっかく選手に選ばれたんだからそのまま受け取ればいいし,クラスの

人はＡ君の意見もしっかり聞いてＡ君の立場になって考えればよかったんじ

ゃないかなって思います。私はこれからの生活でＡ君やクラスの人みたいな考

え方はやめたいなと思いました。 

＊はじめはＡ君の味方で出たくないのに出る必要はない，勉強を頑張りたいから

でなくていいじゃん，走る義務なんてないでしょと思っていました。だけど運

動と勉強のどっちもできるように考えればいいんじゃないと思いました。 

でも，自分的には無理やり走らせるという行動は一種の暴力だと思いました。 

＊自分の意思を尊重，相手の意志を尊重するということを大切することが大事だ 

と思いました。たとえ，クラスメイトから「必ずして」「義務です」と言われ 

たとしても自分の意思を尊重して行動したいと思います。 

＊Ａ君がわがままを言っているとクラスの人は言っていたけど，本当にわがまま 

を言っているのはクラスの人だと思った。Ａ君にとってメリットは何もなくデ 

メリットばかりの意見をクラスの人は押し付けているわけだから，クラスの人 

が「それはＡ君のわがままだ」というのはおかしいと思う。けど条件をつけて 

Ａ君が受けるという手もあるなと思った。 



＊この物語のようなことは現実世界でもよくあることだと思いました。だから，他 

人の意見（思い）を尊重しみんなの要求もクリアになるような案が出せるように 

なればいいなと思いました。そのためにはどちらかが妥協する必要があると思い

ます。結局思いやる気持ちや譲る気持ちも大切ということです。 

＊義務も権利もどちらも大切。義務だと決められているから，いまの世の中が平和 

になってるし、権利があるから自分の人生を大切にできる。平和で楽しい世界に 

していくためにはどちらも大切。 

 

プリントやポートフォリオ、生活の日記など道徳で考えたことをよく表現できて 

います。自分の意見や考えに加えて、仲間の意見や自分では思いつかなかった考え 

を記入したり、色ペンを使って工夫したりする様子も見られます。 

毎回の授業を大切に積み重ねて新しい自分に出会い続けていきましょう。 

 


